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Abstract 

 

 This paper focuses on an online study abroad program and discusses its educational effectiveness. The measurement of 

educational effectiveness using rubrics will be addressed. In addition, an attempt to assess students’ competencies will be 

presented.  
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1 . はじめに  

 社会環境学科では，環境に関わる諸問題を解決

できる実践型人材の育成にむけて，学生がグロー

バルな視点から海外の環境に関わる諸問題を体験

し，学修への意欲とグローバル人材としてのコン

ピテンシー能力の向上を目的に学部独自の海外研

修プログラム（ ECO-STEP）を実施してきた。初年

度にあたる 2019 年度は，学生の海外派遣を実施で

きたが， 2020～ 2022 年度は， COVID-19 感染拡大

によって海外渡航が世界的に制限されたため，オ

ン ラ イ ン に 切 り 替 え て 海 外 研 修 プ ロ グ ラ ム

（ Vir tua l  ECO-STEP）を継続してきた。  

 その教育効果については，2021 年度以降，ルー

ブリックを用いて参加学生のコンピテンシー評価

を試みてきた。本報告ではその内容について紹介

する。  

 

1 .  1 プログラムの概要  

 本プログラムでは，海外（シンガポールなど）

の優れた環境管理の実績と SDGs を目指した取り

組みに対する理解を深めるため，海外環境施設な

ど の 視 察 ， ま た 海 外 の 大 学 生 と 気 候 変 動 問 題 や

SDGs に関 わる意見交 換をオンラ インで実施 して

いる。  

 研修プログラムは 1～ 2 年生を対象に，プログラ

ムへの参加意欲などを条件に毎年度 10 名程度を

選抜して実施している。研修は 3 日間各 2 時間程

度である。参加学生に金銭的負担はないが，事前

研修への参加，事後報告書の提出およびプログラ

ム報告会での発表を義務付けている。研修では，

体験の学修効果を確認するためにルーブリックを

導入し，研修前後に自己評価することで学生自ら

が研修の意義や目的を自覚し，今後の自身の取り

組みを明確化することを目指している。  
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2 . 事前研修について  

2 .  1 内容  

 本プログラムでは研修当日に先立ち研修を行っ

ている（本稿では「事前研修」と呼ぶ）。事前研修

の目的は研修当日に向けて形式的及び実質的な準

備を行うことである。日程等は以下の通りである。 

 

 ・時期：研修当日の 1 ヶ月前頃から  

 ・回数： 3 回程度（各年度ごとに日程調整を経

て判断する）  

 ・時間：各回 1 時間半程度  

 

 事前研修の内容は研修当日に向けた形式的準備

及び実質的準備の二つに分かれる。形式的準備は

研修当日に向けた事務的な準備である。その内容

は以下の通りである。  

 

 ①  ECO-STEP の目的の確認  

 ②  日程の確認  

 ③  研修当日の班分け（後述）  

 

 実質的準備の内容は以下の通りである。  

 

 ①  英語による自己紹介の練習  

 ②  英語によるコミュニケーションの練習  

 ③  英語による日本の社会・文化などの紹介の

練習  

 ④  SDGs の予習  

 ⑤  シンガポールの社会・文化などの予習  

 ⑥  シンガポール側のプレゼンテーション資料

の和訳  

 

 実質的準備の①は学生に英語の自己紹介を用意

させるもので，②は英語によるコミュニケーショ

ンについて教員からヒントを与えるものである。

たとえば，日本語のカタカナ英語，いわゆる「日

本語英語」が実際の英語の意味と異なる場合があ

ること（「ホビー」と  “hobby”  など）に注意を喚

起している。  

 実質的準備の③は学生に英語で日本のことを紹

介させるものである。後述の通り，研修当日に日

本について本学の学生からプレゼンテーションを

するが，その準備をさせるものである（内容は，

表  1 を参照。④・⑤も同じ）。  

 以上①から③は，総じて，英語によって表現す

ることの難しさを学生に意識させ，研修当日まで

にできる限り準備をする必要性を認識させるもの

である。  

 実質的準備の④・⑤は研修当日に向け，議論の

テーマである SDGs 及びシンガポールについて予

習するものである。学生には日本語のプレゼンテ

ーション資料を作成させ，覚えるべき英単語も記

載させるようにしている。⑥も予習で，後述の通

り，研修当日にシンガポール側からのプレゼンテ

ーションがあるため，その資料を事前に学生に和

訳させるものである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  2 結果  

 事前研修について，2022 年度の学生アンケート

の結果は図 1・図 2 の通りである。  

  

表  1 実質的準備③から⑤の内容  

日本（英語）  SDGs シンガポール  

地理・人口，歴

史など  

SDGｓ（概要）  地理・人口  

経済   歴史（民族・近

現代史など）  

COVID-19 対策   文化（言語・宗

教など）  

日本の水道施設   経済（有名企業

など）  

SDGs14：プラス

チックごみの削

減  

 
 

 



－ 39 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 十分な情報提供だったとする意見が多数を占め

ているが，一定の不足感を感じている学生もいた。

この理由を探ると，「まあまあ足りた」と回答した

学生は研修内容の改善点・感想についてのアンケ

ートに「英語のテクニックのようなものをもっと

聞けたらよかった。」，また，「母国語じゃない言葉

でコミュニケーションをとる難しさや自分の課題

を見つけることもでき，良かった。」と回答してい

る。すなわち，学生の中には単純に英語のコミュ

ニケーションの経験を得ることだけではなく，よ

り高度な技能を得ることを目指している者もいる

ことが示唆されている。このような需要に鑑みる

と，今後の本学の留学プログラムを検討する際に

は，単に留学先を手配するだけではなく，技能を

修得できる機会を与えることも視野に入ってくる。 

 

3 . 研修当日について  

3 .  1 内容  

 本プログラムでは以上の事前研修等を経て，シ

ンガポール大学生等との研修を行っている（本稿

では「研修当日」と呼ぶ）。日程等は以下の通りで

ある。  

 

 ・時期： 3 月初旬頃  

 ・回数： 3 日間程度  

 ・時間：各回 1 時間半程度  

 

 研修当日の内容について，2022 年度は以下の通

りである。なお，研修当日の内容は旅行代理店と

の調整により決まるため，各年度で異なる。  

 

 ①  シンガポール市内（環境に関するガイドを

含む）オンラインツアー  

 ②  シ ン ガ ポ ー ル 大 学 生 及 び 本 学 学 生 に よ る

SDGs に関するプレゼンテーション  

 ③  シンガポール大学生とのバディ交流（ 2 日

間・計 2 時間半程度）  

 ④  シンガポール大学内キャンパスツアー（バ

ディ毎に実施）  

 

 研修は図 3 の通り，オンラインで行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①は旅行代理店によるもので，シンガポール市

図  1 事前研修のアンケート結果 (1 )  

図  2 事前研修のアンケート結果 (2 )  

図  3 研修写真，英語でのプレゼンテーション  
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内をオンラインで案内してもらうものである。使

用言語は英語である。ツアー中に質疑が可能であ

る。  

 ②は双方の大学生からの SDGs に関するプレゼ

ンテーションである。使用言語は英語である。  

 ③は大学生同士の交流である。学生は数名に分

かれて班を作る。その際，シンガポール大学の学

生一人に対し本学の学生は二人となる。一対一と

しなかった理由については，言語能力を加味した

ものである。  

 ④はシンガポール大学生にシンガポール大学の

キャンパスツアーをしてもらうものである。  

 

3 .  2 結果  

 研修当日について，2022 年度の学生アンケート

の結果は図 4・図 5 の通りである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これによると，本プログラムは好評で，研修当

日では特に前述③のバディ交流が顕著に好評だっ

たことが分かる。  

 以上のように研修は好評だが，課題もあった。

一つは日本側からのアウトプットである。研修当

日の内容の多くはシンガポール側からのインプッ

トで，日本側からの予定されたアウトプットはプ

レゼンテーションのみである。もちろん，バディ

交流において各学生が日本のことを話してはいる

が，プログラムとしてのアウトプットを増やすべ

きかという問題である。この点，学生アンケート

では「日本〔の〕大学のことも紹介して回ったら

いいと思った。」（〔〕内筆者）との意見があった。

検討に値しよう。  

 もう一つはネットワーク環境である。研修内容

の改善点・感想についてのアンケートでは，「ネッ

トワークの環境の改善」について学生から指摘が

あった。実は，例年，ネットワーク接続が中断し，

また，音声が聞き取りづらいなどの問題が生じて

いる。これは本学のネットワークの問題というよ

りも，シンガポール側のネットワークの問題もあ

り得る。というのも，シンガポール側の大学生は

自身のモバイル端末から参加している学生が多く，

その音声及び映像のなめらかさはまちまちである。

これはオンラインならではの問題で，解決は難し

い。もっとも，簡便さというオンライン留学の良

さもあり，今後は実地の留学との役割分担を検討

すべきだろう。  

 

4 . 研修後の振り返り  

 研修後は，後述の通り，ルーブリックによる学

生自身の振り返りを行う。これに加え，学生によ

る報告書の提出及び研修報告会を通じて，参加者

同士で研修を振り返り，また，その経験を他の学

生にも共有している。  

 

5 . ルーブリックを用いた学生の自己評価  

5 .  1 ルーブリックとは  

 ルーブリック（ Rubr i c）とは，「マトリクス形式

で表した学習成果の評価指標」 1 )のことで，「ある

課題について，できるようになってもらいたい特

定の事柄を配置するための道具」 2 )とも言われる。

図  4 研修当日のアンケート結果 (1 )  

図  5 研修当日のアンケート結果 (2 )  
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一般的に，学習到達レベルを示す数値的な評価尺

度と，具体的なスキルや知識を記した評価観点（評

価基準）によって構成されており，学生による自

己評価や自己改善，あるいは研修成果の可視化な

どにおいて効果的であるとされている 3 )。日本に

おいても，近年，レポート課題やプレゼンテーシ

ョンなどの（自己）評価にあたって用いられつつ

ある。  

 ルーブリックには，用いられる場面やその目的

などから様々な様式があるが，代表的な例の一つ

と し て ， 米 国 大 学 協 会 （ AACU:  Assoc ia t ion  o f  

Amer ican  Col leges  and  Univers i t i e s ） が 開 発 し た

VALUE （ Val id  Assessment  o f  Learn ing  in  

Undergradua te  Educa t ion）ルーブリックがある 4 )。

日本では，特に海外研修や海外交流のルーブリッ

ク作成時にこの VALUE ルーブリックをベースに

したものを使用することが多いようで，本研修で

も VALUE ルーブリックをベースに作成されたと

思われる九州工業大学のルーブリック 5 )を参考に

しつつ，本研修に合わせて修正したものを利用し

た（図 6）。  

 

5 .  2 学生による自己評価と本プログラムの意義  

 本研修では，①多様な文化受容・寛容性，②コ

ミュニケーション力，③課題発見・解決力，④自

律的学習力，⑤様々な環境問題への理解，⑥グロ

ーバルな志向性について，それぞれ 1～ 3 つの教育

目的および教育目標を挙げ，研修前および研修後

に maste r ly（ 3）， advanced（ 2）， bas ic（ 1）， be low 

bas ic（ 0）のいずれに当てはまるか自己評価しても

図  6 利用したルーブリック  
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らった（図 7）。  

 その結果，一部を除けば，研修後はほとんどす

べての教育目標において be low bas ic を選択する

者がおらず，成長実感の高さが明らかとなった。

特に，多様な文化の尊重・寛容性や共感（エンパ

シー）の伸び率が高く，本研修の目的の一つであ

る異文化理解が進められたといえよう。また，自

主学習や継続学習，語学学習など大学生活を送る

うえで必要となる基本的なスキルについても本研

修を通じて身につけられたようである。さらに，

環境問題への基礎知識および環境問題に対する幅

広い視点についても成長実感が高く，本研修が社

会環境学部独自に実施されている意義を見出すこ

とができよう。  

 

6 . まとめ  

 本報告は，社会環境学部が独自に実施してきた

Vir tua l  ECO-STEP について紹介してきた。海外の

環境施設や海外学生との交流は，学部教育による

「知識」と結びついてグローバル人材としてのコ

ンピテンシーの獲得につながることを期待してい

るが，ルーブリックを用いた学修成果の検証では，

一定の効果を確認することができた。しかしなが

ら，ルーブリック評価が研修による学修成果を完

全に評価できるわけではなく，その限界を把握し

たうえで活用していくことが重要である。  

 学生自身によるルーブリック評価を活かすため

には，研修後の学生との面談にルーブリック評価

結果を活用することが重要である。学生自身が研

修前後の自己評価の変化を確認することで自身の

成長を確認し，今後の学生生活の中で身に付ける

べき能力や課題を認識し，自立的な学修姿勢の形

成につながることを期待している。実際，参加学

生の多くは，研修後に SA・ CS や学科環境サーク

ル「エコ FIT」メンバー， GSL メンバー，国際連

携室プロジェクトに参加するなど学科内で主導的

なリーダーシップを発揮している。また，現地学

生との英語コミュニケーションを通じて各自の英

語能力を客観的に確認し，新たな目標設定の機会

となっている。参加学生の中には研修後に TOEIC    

840 点を獲得した学生も出てきており，他の学生

への刺激となっている。  

 今後，ポストコロナでの海外現地派遣プログラ

ムへの復帰を実現してプログラム内容を充実化す

るとともに，その教育効果の検証を通じで改善を

図っていく予定である。  
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図  7 ルーブリックを利用したオンライン海外研修プログラムの自己評価（事前評価と事後評価の変化）  


